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東亜同文書院大学の教育、とくに中国語教育について

［司会］ それでは定刻となりましたので、ただい

まより東!II~ 同文書院大学記念センタ一公開講演会

を開催いたします。まず初めに東亜同文書院大学

記念センター長の藤田佳久教授よりご挨拶がござ

います。よろしくお願いいたします。

［藤田］ 皆さんこんにちは。朝方雨で、今日はど

うなるかなとちょっと心配しましたけれども急に

良い天気になりまして、夏らしい 1 日になって参

りました。土曜日の午後、この会のためにたくさ

んの方にお集まりいただきまして大変ありがとう

ございます。

ご承知のように我々の東亜同文書院大学記念

センターは、文科省のプロジェクトの支援を受け

まして今年で 4 年目に入りました。 5 年間のプロ

ジェクトですけれども、毎年いろんな行事をやっ

ております。そのうちの 1 つに今日のこういうよ

うな東亜同文書院関係の講演会を行なうというの

がございます。毎年ずっと進めて参りました。去

のほうに今年の我々の年報が出ています。ちょっ

と厚くて重たいんですけれども、もしご希望の

方があれば手にとっていただきますと、昨年の分

のいろんな行事の記録が細かく載っておりますの

で、ご参考にしていただけたらと思っております。

今年度は本日進行をやっていただきます今泉

先生にお世話をいただきまして、ここにお名前が

載っています宮田一郎先生、東亜同文書院大学第

41 期の卒業生の先生ですが、文字通り lヤ国語の

東霊同文書院大学第 41 期 宮田一郎

いろんな方言を含めてずいぶんたくさんマスター

されました。メディアのほうでもご活躍の先生で

す。その宮田先生の目を通しまして、宮田先生の

その後の人生にも関わると思うんですけれども、

中国語教育にずっと専念されて、中国でも日本と

中国をつなぐ重要な役割を、語学を通じて果たし

てこられました。昨日の夜少しお話をするチャン

スがありまして、私も先生のお話の中に出てくる

情報が非常に新鮮で、頭の中にどれだけ入るかな

というぐらい満杯になってしまいました。

そういう点で今日あらためて「東亜同文書院大

学の教育、とくに中国語教育について」というお

話をいただくということで、楽しみにしておりま

す。どうぞ皆さんも最後までゆっくりご清聴いた

だければ大変ありがたいというふうに思っており

ます。ということで簡単ですが私のご挨拶とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

［司会］ ありがとうございました。続きまして今

泉潤太郎客員研究員より、講師宮田一郎先生のご

紹介がございます。

｛今泉］ 皆さんこんにちは。宮田先生はご案内

のように1923年（大正12年）福井市にお生まれに

なり、県費生として同文書院に入学されます。学

徒出陣で応召。終戦により現地除隊。帰国後は福

井戸県で県庁あるいは県立高校などに勤務されまし
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て、中国語学の研究をご自身で進められます。そ

の後福井大学で中国語を教え、後に大阪市立大学

で教授として中国語教育に携わられ、その後も大

東文化大学、京都外国語大学、北陸大学などで教

授を歴任されます。この間 8 年にわたって NHK

でテレビ、ラジオ中国語講座の講師を担当されて

おられます。著書については非常にたくさんあり

まして、ここに書いたのはそのごく一部でありま

すが、私共の、愛知大学中日大辞典編纂の上でも

非常にお世話になっております。ここに挙げまし

た ri英語方言大調典j、あるいは「明清呉語詞典J

を復旦大学、蘇州大学と共同編集し、その主編者

としてお仕事をされておられます。現在も両大学

の顧問教授となっておられます。その他辞書もた

くさんありまして、私の学生時代では、たとえば

光生館から出ました「現代中国語辞典」など。そ

の他著書も多数にのぼります。今日は中国語学の

権威である宮田先生がこのテーマでお話をされま

すが、少し広くと言いましょうか、ここから離れ

て広く先生のお話を伺いたいと思います。では先

生よろしくお顕いいたします。

［宮田】 ただいまご紹介にあずかりました宮田

一郎でございます。大変分に過ぎたご紹介の言葉

が多うございまして、穴があったら入りたいと恐

縮しているところでございます。ご紹介にありま

したように私は東亜同文書院の41期、！日制大学で

ございますが大学になりましてから 2 回目の卒

業生でございます。昭和15年（1940年）に上海に

渡って入学いたしました。ちょうど17歳になった

ばかりの春でございまして、来年でちょうど70年

ということになります。その当時学校は、もとも

とありました虹橋路（ホンチャオルー）の校舎が

戦火によって焼失しておりましたために、内陸部

に移動して空家になっていた交通大学のキャンパ

スを借用しておりました。交通大学は徐家臨（上

海ではジカウェイと言っております）にありまし

て、今でも一部残っていますが、例の朱の大きな
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門があるところです。交通大学はいろんな名士を

生んでおり、たとえば前の主席をしました江沢民

氏もこの大学の卒業生でございます。彼らにとっ

てもあの朱の大門は非常に懐かしいものだそうで

すが、我々書院生にとりましでも大変懐かしい、

いわば青春のシンボルとも言うべきものでありま

す。

私たちは予科 2 年、学部 3 年の 5 ヶ年をそこで

送るはずでございましたけれども、太平洋戦争が

始まって、その戦争遂行のための兵力不足を補う

ためでしょうが、学生の撤兵猶予の制度が廃止に

なり、昭和18年の12月、いわゆる学徒出陣によっ

て、懐かしい朱の大門を後にしまして、再び学生

としてその門をくぐることがありませんでした。

翌年の 9 月に41期生は戦時繰り上げ卒業というこ

とになりまして、当時私は南京にありました金陵

部隊という予備士宮の教育隊におりましたが、私

の手元にも卒業証書が送られて参りました。書院

ともこれで終わりかと、寒々とした冷たい風が胸

の中を吹き抜けるような思いがしたものでござい

ます。

そういうわけで書院での生活はわずか 4 年にも

足らないという非常に短いものでございましたけ

れども、しかし歳月の長きでは計れないような大

きなものを書院から学びまして、これが 86 歳を

越した今も私を支えてくれております。大変あり

がたいことだとしみじみ，思っている次第でありま

す。同文書院というのは我々の学士号が商学士で

ありますように、いわゆる旧制の商科大学であり

ましたけれども、中国語教育は大きな 1 本の柱に

なっておりまして、学部に進みましでも商業関係

の学科、経済学問保の諸学科と並んで中国語の各

教科が組まれておりました。外国語、それに哲学

関係の教科を中心とする予科においては言うまで

もないことでございます。学部でも「児女英雄伝」、

f紅楼夢J という、中国の清朝時代の口語小説で

ございますが、紫式部の「源氏物語」、それから

シェークスピアの諸作品に擬せられる作品、こう



いう旧小説の講読が必修になっておりました。こ

れはちょうど商科大学あるいは商学部でシェーク

スピアの作品を必修にするようなものでございま

して、商科大学としてはあまり類を見ないもので

あろうかと思います。

書院はもともとビジネススクールから出発して

いるわけでございますが、ビジネススクール時代

以来の実践的な中国語教育の中から生まれた会話

テキスト「華語草編」 4 巻がございまして、改訂

を重ねまして高等専門学校、 4 年間（普通高等専

門学校は 3 年が多いわけですが）で終わる高等専

門学校の時代もこの「華語草編」が引き継がれ、

その実践的な会話を中核にしまして文法、作文、

文学作品講読、古文、書簡文、方言、大旅行に

備えての旅行会話などが組まれておりました。大

旅行というのは、当時書院では卒業学年に数名が

それぞれ 1 つの班を結成し、旅行計画を自分達で

自由に設計いたしまして、 1 か月を超えるような

長い時間をかけて中国各地を旅行し調査する、そ

してその結果を調査報告書として提出することに

なっておりました。これは先ほど開会のご挨拶を

なさいました藤田先生の非常に詳しい盛れて学術

的なご研究がございます。大学になりましでもほ

ぼその態勢が引き継がれておりましたけれども、

「華語草編」だけは予科 1 年に第 l 巻、予科 2 年

に第 2 巻をやるだけでありまして、第 3 巻、第 4

巻は我々の時にはもう学習することなく終わって

しまいました。これは書院生の中国語の実務能力

の低下を招くのではないかという危倶が一部にあ

り、事実その通りになったように思います。我々

41期はほぼ 4 年書院に在学しておったわけでござ

いますが、 4 年で卒業する制度の高等専門科時代

の書院の卒業生先輩に比べまして、力の差をまざ

まざと見せつけられることがしばしばございまし

た。

昭和18年に附属専門部ができまして、我々は

「ジカウェイ（徐家陸） J の交通大学のキャンパス

を借りていたわけでございますが、今は非常に発

東亜同文書院大学の教育、とくに申国語教育について

展しました上海の fブートン（浦東） J 地区（国

際線飛行場があるところです）に専門部ができま

して、先生方の中には書院中国語の伝統はこの附

属専門部に賭けるというような考え方をなさって

いる方もおられると聞きました。大学という教育

の仕組みの中で今まで書院がやってきた中国語教

育の仕組みを全部受け入れるということは、やは

り制度上非常に難しい点があったのではないかと

思っております。

書院に入りまして中国語を初めて勉強したわけ

でございますが、一番驚いたのは、中国語の試験

の方法なんです。我々はたとえば旧制中学時代、

英語の試験は用紙に英語の文章が書いてござい

まして、それを見て訳す、それを提出するという

方法でございましたけれども、書院の中国語の試

験の方法はそうではなく、白い紙 1 枚を渡される

わけです。中国人の先生が入ってこられまして、

「ティーイータオ（第一道） J、 f タオ」とは「道J

という字を書きますが、試験問題などを数える助

数調です。「ティーイータオ」、 fティーアルタオ

（第二道） J という具合に読み上げられまして、耳

で聴いたのをそのまま日本語に訳していくという

やり方でございました。そして全聞が終わります

ともう点検する暇もなく、音で聴くのですから点

検のしょうもないわけですけれども、すぐ回収を

するというようなやり方でございまして、一切漢

字を介しておりませんでした。これには大変驚い

たものです。我々は読む英語教育で育ってきてお

りますから、外国語を聴く力で測るというやり方

は、大変新鮮ではありましたけれども最初の頃は

非常にとまどいました。

それから出題の中の単語はテキストに出てく

る単語が主でありますけれども、それが全部では

ないんですね。その語に関連して先生がお話しに

なった単語・語句なども入っておりまして、授業

をさぼるのを許さないようになっていたと思って

おります。学校では f華語月刊j という中国語の

学習雑誌（その資料は東亜同文書院大学記念セン
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ターに残っております）に時々その出題と解説が

載っておりまして、我々も試験対策を兼ねてよく

読んでおりましたけれども、同文書院のこの試験

方法をご存じでない方は、「何だ、書院ともあろ

うところがこんな易しい問題でテストをしている

のかJ と思われたということを聞いております。

漢字で見れば何でもないようなことが、耳ではな

かなか聴き取れないということがたくさんありま

す。私も難っか記憶がありますが、 1 つ挙げます

と、予科 I 年の学年末の試験に出た単語がありま

す。それは「クイチョンチイチェンダトンシj。「ク

イチョン」は「貴重」と書きます。「チイ j とい

うのは「値する」ということです。「チェンj は

「銭」です。「トンシ」は「東西」と書いてこれは

「物」ということです。「ダ（的） J というのは「～

のJ ということですね。「クイチョンチイチェン

ダトンシム「高価な貴重品j ということでござい

ますが、「チイチェン（値銭） J というのは、中国

語をされる方はすぐお分かりと思いますが、「チ

イ（値）」も 2 声、「チェン（銭） J も 2 声。としま

すと前の 2 声は半分しか上がらないんです。「シ

エシエ（謝謝） J というのは皆さんご存じですね。

「シエj というのは 4 声で、 5 から 1 まで下がる

言葉です。ところが「シエシェ」と 4 声が 2 つ続

く場合には、最初のものは半分しか下へ落ちない

んで、すね。それと同じように「チイチェン（値銭） J

は「チイ（値）」というのが途中までしか上がり

ませんから、その頃の私はそれを聴き分けられな

い。 1 声にどうしても聴いてしまうんですね。そ

うすると l 声で「チイ j という音は「之」という

字です。それしか頭に浮かびません。とうとうい

ろいろ考えてもできなくて、 1 間フイにしてしま

いました。非常に情けなくて、その頃若いせいも

ありましたけれども、悔しくてその晩は寝つかれ

なかったような、今から思えば滑稽な思い出がご

ざいます。

このように、「聴く」ということを非常に重ん

じていたわけでございますが、その理由だけでは
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ないと思いますけれども、今から思いますと私た

ち、と言うよりも私は、「読むJ 力はやはり欠け

ていたという感じがしております。私たちが予科

を終えて学部に入る時に外国語学校、戦後学校の

制度が変わりまして、「外国語大学j になるので

すが、その「外国語学校」のシナ語科を卒業した

人が学部に編入して参りました。そして我々のク

ラスに入ってきたわけでございますが、「読むj

という力では私はやっぱり彼等に譲るところが

あったように思っております。

荘、は長らく自分の生まれ故郷で高校教師をした

後に、大学の中国語教師になったわけで、ございま

すが、大学教員になって初めて学会に行って、こ

の愛知大学の中国語の基礎を作られました鈴木揮

郎先生、書院時代にお習いした恩師でございます

が、鈴木揮郎先生にお会いした時に、「日本の学

校は、 1 つ l つの字の意味・用法を詳しく突き詰

めていく訓詰学の伝統があって、文学作品を読む

場合には 1 つ l つの単語の用法を歴史的に押さえ

ながら読んでいくから、その点はよく注意して教

えるように」ということを言われました。おそら

く鈴木先生は私の足らざる点を見抜いておられた

のだろうと思います。

聴く力を伸ばすには言うまでもないことです

が、自分の発音を正しくしなければなりません。

正しく発音しないと相手に伝わりません。声調

の下がるところを上がったり、上がるところを

下がったりすると意味が分からなくなります。そ

れに自分の発音をいつも耳にしているわけですか

ら、正しくない発音に慣れている耳は人の発音に

誤作動してしまうのです。それで発音を正しくす

るということに書院は非常に重点を置いており、

発音教育は徹底していました。 l 年生の時はそこ

から始まるわけですからもちろんでありますが、

上級学年になってもなかなか般しかったと思い

ます。予科 2 年の時の坂本一郎先生は発音には特

に厳しい先生でございました。坂本先生は神戸市

外国語大学の中国語学科を作られた方でございま



す。厳しい先生で、今思い出しでもゾッとするこ

とがたくさんございます。中国人の先生が読み上

げられたあと、我々は続いて一斉に音読するわけ

でございます。 40名くらいのクラスだ、ったと思い

ますが、違った発音をしますと坂本先生から時々

短いチョークがパッと飛ぶというようなことがご

ざいました。それが 3 人間違えますと 3 人に飛ぶ

んですね。そしてそれで終わるならいいんですけ

れども、一斉音読が終わったあと、中国の先生と

一緒に、正しい音が出るまでしっこしと言うと

悪いんですけど、本当に繰り返し繰り返し指導さ

れた、と言いますか絞られたと言いますか、そう

いうことがたびたびございました。

書院の発音指導ということで思い出すのは、「書

院ガラス」です。「カラス」と言っても鳥ではな

いんですね。書院では入学しますとまず各自が 1

年上の岡県人の先輩に付きまして、朝食前約 1 時

間、夕食後約 1 時間（ 1 時間を超えることが多かっ

たですけれども）、マン・ツー・マンで発音の指

導を受けるということになっておりました。音読

指導と言いましでも最初の頃はやっぱり発声練習

から始まるわけでございますから、先輩のあとに

f寸いて「アア、アア、アア、アア」とヵ、「カア、

カア、カア、カアj とかいうようなことを声張り

上げてあちこちで言うもんですから、カラスが鳴

いているように感じたわけでしょうね。それで「書

院ガラスJ というように名づけられたわけでござ

いまして、書院の春の風物詩にもなっておりまし

た。書院は全寮制をとっておりましたから、でき

たのであろうと思いますが、ほほこの状態が前期

の秋の試験が終わる頃まで続いたと思います。こ

れは発音指導もさることながら書院生としての一

体感とか、そういったものを養っていったという

ように感じております。この先輩に付いて朝食前

に 1 時間、夕食後に 1 時間、大きな声を出して読

むというのが習慣になりまして、先輩から離れて

も自分で「華語草編」とかその他のテキストを片

手にして読みながら、我々が［ユアンズ（院子） J

東軍同文書院大学の教育、とくに中国語教育について

（庭ですね）と呼んでいたキャンパス内を歩き回っ

ている、そういう光景があっちこっちに見られた

ものであります。

誰がどの新入生を指導するかは、学生の聞で組

織されておりました県人会でだいたい決めていた

ようです。たとえば福岡県出身の人ならば福岡県

人の 2 年生に付いて習う、こういうようになって

いました。私はさっきご紹介がございましたよう

に福井の出身でございました。ところが私が入学

した時には福井県人の方は在校の先輩にはおられ

なかったんです。ただ県にゆかりの人では、お母

さんが福井県ご出身であるという 38 期生の人が

1 人おられました。いろんなところにゆかりをつ

けていくものだと感心しましたけれども、その方

が確か弓道部だ、ったと思いますが、自分の所属す

る体育クラブの中から予科 2 年の方を選んで、頼

んでいてくださいました。

その方がちょうど明日から授業が始まるという

前の日に部屋に訪ねてきてくださいまして、「明

日から始めるぞ。朝起きたら俺の部屋へ来い。寝

坊していたら遠慮せずに叩き起こせ」というよう

に言ってくださいました。埼玉ご出身の方で、こ

れが明日から私を教えてくださる兄さんかと思っ

てとても頼もしく感じたものでございます。昨年

ですか、お亡くなりになりましたけれども、発音

の大変きれいな方でございました。中国語にはそ

り舌音とか、「リ（日）」という巻き舌音ですね、

パッと息を出す音、日本語ではたとえば fタタミ j

と言う場合に 2 番目の「タ」はちょっと息が出る、

あれよりもっと強い息が出る音がございまして、

それがなかなか出ないんですが、根気よくいやな

顔ひとつせずに教えてくださいました。のみなら

ず土曜日・日曜日には街へ連れ出していろいろ案

内したりご馳走してくださるなど、本当に兄以上

の存在でございました。予科を修了する時に学校

から褒賞されました。トップが今そこに座ってお

られる下村君で、私は 3 席だったと思うんですけ

ど、その先輩は非常に喜んでくださいました。そ
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のお顔が今も目の前に訪朝bとして浮かんで参りま

す。

終戦後は絶えてお会いすることはございません

でしたけれども、ちょうど中国の文化大革命が終

わった頃ですから、 1978年かそこらだったと思い

ますが、大阪でお会いすることができました。そ

の時「お前のテレビの中国語講産をずっと見てる

よ。お前もうまくなったものだな」と、初めてお

褒めをいただきました。その頃私はもう 17歳の少

年ではなくて50代後半で、費にボツボツ白いもの

が交じろうとしている頃でございますが、その歳

になってやっと合格点をいただいたわけでござい

ます。誰からいただくよりも嬉しい合格点でござ

いました。

このような先輩の他にとても心強い友人、我々

のクラスメートの中に、中国語がネイティプ並み

という人が数名おりました。これは中日学院とい

うところの卒業生です。中日学院というのは、東

亜同文書院を経営している東亜同文会が天津と漢

口だ、ったと思いますが、そこに作っておりました

中国の学校制度に則った 6 年制の中学で、日本で

いうなら中学と高校を合わせた 6 年一貫教育の中

学でございます。これは中国人の子弟を教育する

学校でございますが、そこにごく僅かでございま

すけれども何人かが日本の小学校を卒業すると同

時に送り込まれていたんですね。そこの卒業生で

す。彼等は12歳でJ:1-1 国へ渡りまして、中国人と 6

年間同じ帯宿舎で起居を共にし、中国人の中に突

じって 6 年間、中国人の先生による中国語の授業

を聴いて中国語で試験の答案まで書いているんで

す。中国語の力はネイテイフe並みだったと思いま

す。

あまり公にはなりませんでしたから知られてお

りませんが、終戦後の東京裁判の時にザ・ラスト・

エンベラーの薄儀が参りますね、証人で。あの時

の同時通訳をやったり、中国と日本と正式の国交

がなくて外交がない時に、高碕達之助と摩承志の、

いわゆる L T貿易というのが始まるわけですが、
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その第 1 回の時の日本容l1J の主席通訳だ、ったのはこ

の中日学院から来た書院生です。因みに LT 貿易

の第 1 田の打ち合わせの時の日本側の通訳は、 42

期の、あそこに見える小崎さんと同級生の大久保

任哨君。それから中国側の通訳も同文書院の卒業

生なんです。彼は中国人ですけれどね。だから 2

人は顔見知りの、先輩後輩の間柄ですから、非常

にスムーズにいったように聞いております。私は

大久保君から聞いたのではないんですが、その中

国側の通訳の方は王宏という、中国で日本語学会

の会長もした男ですが、その時のことを彼から開

きました。あの時は社会党の代議士が中心になっ

ておられたそうですが、第 1 回の会議はお互いに

非常に緊張していた。その第一声に日本側の委員

が、「今日はお手柔らかに」と言った、その「お

手柔らかに」の訳を、大久保君が日，u嵯に出せず立

ち往生していた。それで自分はメモを書いて渡し

たと。どう言ったんだと聞くと「ショウシャアリュ

ウチン（手下留情）」。「リュウ」は「留めるj、「チ

ン」は「情け」ということです。これは囲碁の言

葉ですが、そういうことがあったと開きました。

中日学院の卒業生は本当にネイティプ同椋の人

でございました。そういう方がクラスにおりまし

た。私たちは「ポ、ポ、モ、フォ」と発声練習か

ら始めるんですから、彼らは中国語では我々から

見ると雲の上の人だったんです。何とかして彼ら

に追いつきたい、何とかして近づこうと、我々は

それを目標に励んだものですし、彼らも本当に惜

しみなく教えてくれました。授業中聞いて分から

なかった時にはみんな彼らを取り囲んで、ああで

もないこうでもないといろいろ聞いていたもので

ございます。

それから「悪いこと」と言うとちょっと語弊が

ありますが、辞書類にはない、普通活字にはなら

ない、したがってテキストには絶対出てこない、

そういう言葉が日本でもいろいろあるでしょう。

辞書を 51いても出てこない、日本語の教科書には

出てこない言葉がたくさんありますよ。たとえば



罵る言葉、それから性に関係した言葉なんていう

のは出てこないですね。そういうのを私たちは、

彼らから聞きました。中国語の罵語では性のモ

ラルを破壊する、乱すというようなことが中心に

なっています。そういう言葉とかいろいろなこと

を彼らからにたくさん習いました。私について言

えば、清末の花柳界を描いた小説を読む時にずい

ぶん助かったものです。私はちょうどそういう中

日学院の卒業生と予科寮の時にも一緒だったし、

学部寮でも一緒になりました。その関係で、他の

人よりもいろんなことを彼らから聞き、学ぶこと

ができました。大変幸せだったと思っております。

その中の 2 つほどをお話してみたいと患います。

2 っとも林出賢次郎という方に関わることでご

ざいます。この林出賢次郎先生というのは、私た

ちが在学している頃は学生監、今の日本で言う学

生部長のようなお仕事をなさっていた先生でござ

います。私もよく門限に遅れて、学生課に呼び出

され、林出先生のところへ行って外出禁止の処分

を言い渡されておったものでございますが、先生

はニコニコとした温顔なんですね。そんな時でも

非常に優しい温和な顔をなさっているんです。口

では「外出を禁ずるj と厳しくおっしゃるんです

けれども、目は非常に慢しくて、ちっとも処分を

受けているという気がしない、そういう先生でご

ざいました。先生は書院第 2 期の方でございまし

て、明治 38 年、日露戦争の時のご卒業で、卒業

とともに外務省の命を受けまして、露情（当時の

中国は清と言っていました）国境を単身踏破して、

今問題になっています新語ウイグル自治区のイリ

まで行かれた方です。後に外務省に入られまして

中国語では「北の林出、南の清水」（清水董三氏、

書院 12 期、南京に長く在勤され、犬養健氏の「回

顧録」にしばしば登場してきます）と麺われ、い

ろいろ逸話も多い人だと先輩に開いておちまし

た。

林出先生が露清国境の探査を終えて日本へお婦

りになる、天山山麓を通っている時に、向こうか

東車問文書院大学の教育、とくに中国語教育について

ら 1 台の馬車がやってきですれ違う、こんなとこ

ろで、と e思ってお互いがフッと後ろを振り返る、

そうするとすれ違った馬車が引き返してくる、「林

出君ではないか。俺は陸軍の日野少佐だ」。日野

少佐というのは陸軍きつての中国通と言われてい

た方で、中央アジアへ向っていたのでした。そこ

でどういうふうに意気投合したのか知りません

けれども、「林出君、俺の娘をもらってくれない

かj 「じゃあいただきましょう」ということにな

り、日本へお帰りになってから日野家を訪ねられ

た。日野家は全然知らないわけですからびっくり

した。しかも林出先生は中国満州族の風俗で弁髪

だったのです。弁髪の中国人が「お宅の娘をもら

い受けることになった者でございます」と行かれ

たんですから、日野家ではさぞびっくりされたと

患いますが、その次が面白いですね。「娘さんは

女学校に入ったばかりで、おかげで長いこと待た

されたよj とよくおっしゃっておられたそうでご

ざいます。

そういう先生でございまして、中国人の学生

に向かつて 2 時間ほどコップ l 杯の水で中国語で

話をされるというような方でございましたが、そ

の中日学院を出た私のクラスメートの話により

ますと、先生は満州国ができてから満州国へ出

向され、そして薄儀の御用掛みたいなことをされ

る、第 2 国の訪日に髄行し、天皇陛下（亡くなら

れた昭和天皇）にお目にかかった時に、昭和天皇

が樽儀皇帝に「お懐かしゅう存じます」と言われ

たのを、日出嵯に通訳できなくて冷汗を流したとい

うのです。私は話してくれた友人に「何が難しい

のかJ と言いましたら、「いやあ、これは難しい。

俺もあれこれ考えたけれども良い訳が思い浮かば

ないj と。私はこの時 f難しいj という意味がよ

く分からなかったんです。理解する中国語力が無

かったんですね。

今思うとそれは難しさが違うんですね。初対

面の挨拶ですから「ハオチュウプチェン（好久不

見） J （お久しぶりです）これでもいいわけでしょ
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う。それから「懐かしい」というのは「ホワイニェ

ン（懐念） J で、すね、「懐かしのメロデイーJ のこ

とは中国語では「ホワイニェンコーチュ（懐念歌

曲） J と言います。「懐かしい」＝「ホワイニェン

（懐念） J を何とか工夫すれば表現できるように思

われますが、林出先生の立ち笹生はそんなレベル

の話ではないのです。この挨拶は普通の人のあい

だではないんですね。一国の天子が一国の皇帝に

対するご挨拶なんです。それでどう訳していいか、

林出先生はそこに思い悩まれたのだろうと思いま

す。

林出先生は新軽からお帰りになる時に、今問題

になっているウルムチへ立ち寄られるのです。そ

してウルムチに滞在している時にそこに駐在して

いる清朝の王族に見込まれて、「ぜひ家の家庭教

師になってくれ」と頼まれる、そこで先生は「と

にかくいっぺん日本へ帰って外務省に報告しな

きゃなりませんから」と日本へ帰られた後、すぐ

にウルムチへ取って返して 2 年間そこで家庭教師

をされ、そこで先生は宮廷用語を身に付けられる

わけです。宮廷というのは、日本もそうだと思い

ますけれども、今はどうか知りませんが「おとう

さま」を「おもうさま」と言うように、普通の社

会とは違った言葉づかいをするところです。その

宮廷用語を先生は身に付けられたのです。それも

あって滞犠の信任を得られたわけですが、宮廷用

語に通じておられるだけにいろいろと訳に思い悩

まれ、窮して冷汗を流されたのだろうと思ってお

ります。

もう 1 つ級友から聞いたのに「プーカンタン
プ

（不敢当） J という言葉がございます。この f不

敢当J というのは今は会話であまり用いないよう

ですが、我々の時にはよく使っておりました。人

に褒められたり、あるいは好意ある申し出、お誘

いとかお招きとか、そういうものを受けた場合に

「ゃあ恐れ入ります」「どういたしましてJ と返す

挨拶用語なんです。ちょうどその日に授業中その

言葉の用法を教わりまして、その時は分かったよ
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うな気持ちでおったんですが、夕食が済んで部屋

で復習をしている時にどうもまた分からなくなっ

た。それでたまたま中日学院出のその人が部屋に

いたもんですから彼に聞いたら、彼もちょっとど

う説明していいかと迷ったんでしょうね、しばら

く考え込んでいて「ああ、こういう話がある」と

話してくれたのはこういうことです。林出賢次郎

先生が定年退官されることになって、北京を経っ

て海路日本へ向かわれる。その時に船中の先生に、

書院の矢田七太郎学長、愛知大学の第 2 代目の学

長になられました本間先生の前の学長ですけれど

も、その矢田七太郎学長から、母校の書院の学生

監として就任してほしいと要請する電報が入りま

した。その時林出先生は「浅学非才を恥ずj と返

電されたんです。それを伝え聞いた北京在住の邦
プーカンタン

人連中は、「うーん、これは正に中国語の不敢当

だ、さすがに林出さんならではの名言だj と、し

ばらくこの話で持ちきりであったということを話
プーカン

してくれました。私もそれが印象深くて、「不敢

当」の味わいを非常によく表しているものだと思

いまして、文学作品などを学生に読んでいる時に
プーカ ν タン

この「不敢当J が出ますと、よくこの話を引用し

ておったものでございます。

我々のクラスにはそういう友人がおりました。

しかも彼らが我々の中に入って、我々と一緒に中

国語を勉強しながら教えてくれたというのは、非

常に我々の、少なくとも私の助けになったと，思っ

て感謝しております。

4IJ羽生も下村さんにお聞きしましたら、予科に

入った時には160名ぐらいいて、あとはよそから

編入になった者や、病気などの休学で前の期から

下りて来た者を合わせて180名近くになったとい

うことですが、今では40名を割りました。数年前

までは例年全国の41期生会を聞いておりましたけ

れども、もうそれが開けなくなってボツポツ 10年

近くになろうかと思います。そういった同窓会を

開いた時に一番よく出る話は、皆さんもそうだと

思いますがやっぱり恩師にまつわる話ですね。そ



して褒められた時よりも絞られた時の話がよく出

るものです。私たちの同期会でも「あの時はパン

ベンさん（坂本一郎先生のことです。「坂本」は

1:1:1国音では「パンベン」となりますから）に・

リンムーさん（鈴木先生）にも……j といつも話

が出ていたものですが、私が一番絞られたのは予

科 2 年の時の援本先生の授業だったと思います。

発音の厳しさはさっきちょっとお話ししましたけ

れども、授業のあいだ中国人の先生と我々学生が

問答をする、要するによく話をさせようとされる

わけですが、その時坂本先生は横で聞いておられ

まして、我々が使う語哉、語句、それから文法な

どにも非常によくチェックされていました。いろ

いろ思い出がありますが、その l つにこういうの

があります。

果物の話の時です。梨のことを、梨は「リー」

と発音するので「リー（梨） J だけでいいものを、

私は「リーツ（梨子）」と「ツ（子） J を付けたん

です。と言うのは、栗は「リーツ（栗子）」、柿は

「シーツ（柿子）」と言うものですから、梨も付く

だろうと思って［リーツ（梨子） J と言いました。

先生はそれを聞きとがめられて、例の中高い中国

語で一一坂本先生は中国語をお話しになる時には、

日本語を話される時よりも 1 オクターブ高くなる

んです。これには理由があるんです。皆さんの中

にも中国請をおやりになる方いらっしゃると思い

ますが、中国語は高い低いで意味を変えていきま

すから、最初があまり低いと、高低のとりょうが

ないんです。だからちょっと高めに発音するとう

まくいくというわけですーへそのやや甲高い中

国語で「お前それどこで聞いたかj とギュウギユ

ウ油を絞られました。こんなことで油を絞られる

なんて私もちょっと意外に思いました。それが頭

にありまして、後年毛沢東の著作を読んでいます

と、その中に「梨子j が出てくるんです。何だ俺
だけじゃない、毛沢東まで、使ってるじゃないかと

思いました。今度パンベンさんに会ったら言わな

きゃいかんと思ったのですがあとで方言を研究し

東亜同文書院大学の教育、とくに中宮語教育について

ましたら「梨子J というのは、言うことは言うけ
れども方言であって、共通語では「梨j なんですね。

今から思うと坂本先生は、学生の我々が街でいろ

んな方言を聴いて、我々の言葉が方言交じりにな

るようなことを非常に恐れておられたんだろうと

思います。だからちょっと標準的な北京語から外

れるような言葉を言うときつく笹められたんだと

思います。親心ですね。私はそれが分からんもの

ですから、あの時はちょっと先生を恨みました。

こんなことでみんなの前でこんなに叱られないと

いかんのかと。やっぱり指導は非常に厳しかった

ように思います。そして、それは坂本先生のみで

はございませんでした。

授業中に中国人の先生と日本人の先生と一緒に

おられるような話をしましたが、書院では中国語

の授業は、特殊なものは除きまして中国人の先生

と日本人の先生がベアでやられていたんです。こ

れは非常に良かったと思います。僕は学生に「何

で中国語の先生になったか」と聞かれて、よく冗

談で「楽だろうと思ったからj なんて言っていた

ものですが、素人目には日本人の先生は本当に楽

なんですよ。出欠をとるだけですから。肝心な話

はみんな中国人の先生がされ、日本人の先生は出

欠をとって、時々学生の言葉じりをとらえて「け

しからんJ と怒っていればいいわけですからね。

あれで飯が食えたらいいなと、叱られた腹いせに

級友と話していたものですが、なかなかどうして、

そんなものでないことは言うまでもなく、自分が

教師になって思い知りました。書院では入門の時

から、授業は中国人の先生のお話を主体にしてお

りました。発音教育もそうなんです。中国人の先

生は発音の模範を示されるだけではなく、発声・

発音の要領も中国人の先生が中国語で説明されて

いました。それを横にいる日本人の先生が時々タ

イミングを見計らって、たとえば中国人の先生が

「ショトウ（舌頭）」と言われると、ご自分の舌を

指さされたり、「ツォエ（鴫）」と言われると、黒

板に「瞬」と書いてご自分の口を指さされる、そ
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ういう授業でした。上級にいくに従って中国人の

先生のおっしゃること、中国語でお話しになるこ

とがだんだん重きをなしていくということは言う

までもございません。

それから作文もベアで教えておられました。日

本人の先生が問題を出す、それを学生が中国語で

言う、時には黒板にお前書けと言われて書いたり

しますが。それを中国人の先生がその場で添削す

るというようなやり方でございました。意味不明

瞭な中国語を言ったり書いたりしますと、中国人

の先生は日本人の先生に意味を確かめながら添削

してくださいました。今では学生は作文をみんな

電子辞書で調べますから、 50 人いたら 50 人みん

な同じ答えになるそうですね。我々の時には電子

辞書はありませんから、「お前どこに行くのかJ

というのでも「仲上明JL去J、円か去明里」とか「

体到什仏地方去」などいろいろ出てきます。この

ように複数の答えが出ますと、中国人の先生が

ニュアンスの違いを我々に説明してくださいまし

た。これは思い出しでも非常に興味深いものがご

ざいます。

それから「モオシエ（歎写）」、今は「ティンシ

エ（聴写）」とか言いますね。英語の「ディクテー

ション」です。これも 2 人ご一緒でした。その

時々のトピックを中国人の先生が随筆として書い

てこられ、学生に読まれる、それを書き取ってゆ

く、大変面白い授業でした。その時々のものです

し、教科書にない斬新なものがいろいろあったり

しました。日本人の先生は介添役で、時々新しい

単語が出るものですから、たとえば「ノンナイ（能

耐）」、腕前とか技量というような意味ですが、初

めて出てきた新しい単語だとしますと、既習の単

語を使って「能力的能、耐久的酎（能力の能、耐

久の耐）」という具合にしてヘルプしてください

ました。中国人の先生の作ってこられる随筆が軽

妙で味わいがあると同時に、いろんな新しいこと

を覚えられ、自分の聴く力がだんだん増してくる

ことも実感できて、我々は非常に興味深く聴いて
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いたものでございます。

古文・古典は中国人の先生がお l 人で担当され

ておりました。古文を現代文に訳すものです。教

材には我々が旧制中学の漢文で習った唐宋八家の

文や唐詩を多く取り上げておられました。これは

日本人の先生のご意向が働いていたと思います。

予備知識があるので、中国語による説明も非常に

聞き取り易く、文語と口語の違いもよく分かつて、

これに非常に興味を持っているクラスメートもお

りました。

それから日本人の先生が単独で教えられる授

業、たとえば先に申し上げました「紅楼夢」とか「児

女英雄伝」の講読ですね、これは日本人の先生が

お 1 人で担当されておりましたが、これも日本語

に訳すというよりも、その当時の書・き言葉体の話

を、話し言葉体に直す、近世語を現代のしゃべく

り言葉に直すというような説明の仕方で理解させ

ようとしておられたように思います。「児女英雄

伝」は熊野正平先生（後に東京商科大学に行かれ

た先生です）、それから「紅楼夢J は野崎駿平先

生（戦後、東北大学に行かれた先生です）にお習

いしましたが、お 2 人ともそうでした。特に熊野

先生のほうはまるで講談を聞いているようで、聞

き惚れていたものです。

近年日本でも早い段階から「英語で英語を教え

る」ことの利点が強調されていますけれども、私

はこれを聞きますと、書院時代のことをいろいろ

思い出すわけでございます。ご意見はいろいろあ

ると思うんですけれども、書院の中国の授業とい

うのは学生に最初から中国語をたくさん間かせ、

中国語を話すことができる教育に重点を置いてい

たと思います。これは書院の特色です。利点もあ

れば欠点もあるかも知れませんが……。そして書

院のこの中国語教育では中国人の先生の果たされ

ていた役割は非常に大きいものがあったと思いま

す。いつも丹念に準備されてきておられました。

私は戦災ですべてを消失したので「華語草編j を

あるクラスメートから譲り受けたんで、すが、彼は



凡帳面な男で、欄外にきちんと中国人の先生が挙

げられた用法・用例をメモしているんです。それ

を見ますと、さっき言ったような、活字にならな

いような例もやっぱり出ています。たとえば病気

でお酒をしばらく止めるというのは「チイチュウ

（忌酒） J ですね。ところがその先生は関連して

いろんな用例を挙げていて、中には「チイファン

シ（忌房事）」などがあります。こんなのはテキ

ストに出てきませんよ。辞典にも出てきませんし

…・。そういうふうに広く用例を集めて、熱心に

いろんな倒を準備してこられたわけです。我々は

非常に敬愛していたものです。ただ悲しかったの

は、先生に対する敬愛の念が深いだけに、我々が

先生の国を侵している、侵略している園の若者で

あるということ、これにはやっぱり切ない思いを

しました。いわば我々は敵国の青年です。それに

中国語を教えるということの、先生がたの胸中の

葛藤はやはりあったと思うんですね。私がもしそ

うだったならばと思うと、本当に苦しいものがあ

りました。当時はあまりそういうことを話題にし

ませんでしたけれども、それぞれが胸の内にそう

いう思いをしていたことと思います。先生がたは

微塵もそういうことを態度にお示しになりません

でした。しかし、それだけに私たちは苦しい思い

をしました。

たった l 度こういうことがありました。「秦准

に泊すJ という社牧の詩です。「畑龍寒水月鑑沙

夜i自秦准近酒家 商女不知亡国恨階江猶唱後

庭花」という詩ですが、これはこういう意味です。

f舗が寒々と流れる川に立ち龍めて、蹴月が川辺

に霞んでいる。この夜秦准河のほとりに宿を取っ

たけれども、そこは酒家（お酒を飲ませる料亭）

が立ち並んでいるj。秦准というのは夜の歓楽街

です。「商女は知らず亡国の恨みJ。「商女j とい

うのは歌姫です。宴席にはベる芸者衆ですね。「あ

の芸者たちは国が亡んだ恨みを知らないのであろ

うかJ。「江を隔ててなお唱う後庭花」。「後庭花j

というのは国を亡ぽすようになった淫廃な曲のこ

東亜同文書院大学の教育、とくに中国語教育について

とを言います。「国事多難をよそに、江一つを隔

てたここでは亡国の調べをなおも歌っている」。

先生は朗読を始められまして、「商女は知らず亡

国の恨み」というところで詰まってしまわれたん

です。そこで声が途切れて絶句されました。しか

しすぐ元に婦って、何事もなかったように朗読を

続けられ、続いてこの説明に入っていかれました

ので、多くのクラスメートは気づかなかったよう

です。ただ‘私たち前に座っていた 3 、 4 名はその

時アッと思ったんです。先生の表情が急変したの

に気が付いて、何だろうとお互いに顔を見合わせ

ました。それが何であったかは先生の説明を聞い

てるあいだに分かつてきました。

先生は秦准の歓楽街の状況を見て国家の衰亡の

歴史がまた繰り返されるのではないかという詩人

の思いに触発されて、上海の現況に対する先生の

悲しみと憤りがこみあげたのではないかと、この

ように思いました。当時の上海というのは正にこ

の詩の通りの秦准でありました。上海の周辺では

もうすでに共産軍の活動があって、抵抗運動、反

日行動が続いているというのに、上海の街では扇

情的な歌がはやり、酒池肉林の生活にふけってい

る俄大尽などもいました。しかしよく考えてみれ

ば、上海がこのような姿になっているということ

に我々の祖国は全く無関係ではありません。上海

がこのようになったことを突き詰めていけば、私

たちの祖国に行き当たる。非常に重苦しい気持ち

になりまして、早く授業が終わらないかなと思っ

ていました。私たちが書院におりました時にただ

1 回だけあった悲しい思い出であります。

我々の書院での学生生活はこんな状況であった

わけですが、その当時書院で、「中国語大辞典」

の編纂が進んでいたんですね。私たち学生はあま

り知りませんでした。終戦後何年か経ったあと、

新聞報道で知りました。中国側に接収されていた

東亜同文書院の中国語辞典編纂用の14万枚のカー

ドが郭沫若氏のご尽力によって今度返還されるこ

とになり、そのカードの整理とそれに基づく辞典

/69 



作りが、鈴木揮郎先生を中心に愛知大学で始まる

という報道で初めて知ったのです。そして愛知大

学の「中日大辞典」が発行されまして、私は今も

ずっと利用いたしておりますが、利用していて強

く感じるのは、この辞典は正に日本人が日本人の

学習用に作った手作りの辞典であるということで

す。日本の多くの辞典が、中国人が中国人のため

に作ったi英語辞典の焼き直しと言うと叱られます

が、それに近いんで、す。これに対して愛知大学の

「中日大辞典」は日本人の手作りによる、日本人

の学習のための辞典なんですね。このことを、例

を挙げればたくさんありますが、 2 つだけお示し

したいと思います。

1 つは「ホワチュワン（則拳）」。これはA辞典

によりますと「拳を打つ」と書いてある。そして

括弧をして「宴席で行なわれる遊びの一種J と書

いてあります。どういう拳の打ち方かということ

は分かりませんから、これをヲ｜いた人はああ日本

の狐拳のようなものかと思うかも知れません。も

う 1 つ B辞典で見ますとちょっと詳しくなってお

りまして、「宴席でのゲームの一種。拳を打つ。」

そして参考としてこういう説明が付いておりま

す。「 2 人がそれぞれ任意の数の指を突き出し、

同時に l から 10までの数を唱え、両方の指の和を

当てた方が勝ち、負けた方は酒を飲んだり隠し芸

をしたりして興を添える。j では愛知大学の「中

日大辞典j のところを見てください。非常に詳し

い。拳を打つのは同じですがその打ち方について

の説明です。指の示し方が出ていますね。指を出
仁川挙） hua.quan ①＝（引lJcai恭位）】じヘラんけんをする．

E～決定3 じ平んけんできめるー E ～，，i,';1;y!ng 了】じゃん
けんに JB＇.？った． 『 E抗 ciii m獅】 ②＝（稿g品。準JC図
折：：Jm泊占幻〈在f斤iで崎明iをそえるための）拳（を’打つ〉．
E主•Dは E昨日t;li コ E宵日E討すコとも曾〈，打ち方は．双方向
II与に 1 カ・ら 10 までの任怠の数を，，凸えながら指で O
（にぎりこぶしで表わす） tJ. ら 5 までの敬をつくって
1]ij}jに突き IH し，明えた数 tJ~ 州ニlj＂の Hi の数の布lにな
った方が勝ち．たとえば，口で〔七巧！ J ときレながら
手の＂）Jは親指含折って 4 の教をつくって突き lH し
相手が 3 を w した場合，合わせた数が？となるので
こちらが勝ちとなる．掛け戸はまちまちで次のとお
りであるが，近ごろ a般には数字だけを唱えること
が多レー仁一品商升J （一点、高升コE一定主総単コE独d由一
↑JL〕， E丙相好JCニ家帯）［寄JL｛河 Hall子〕， E三星（高〉照コ
仁三間ヲ干泰コ， E四喜コ E四零平安〕 E四路逃攻J, C五魁
（首）） 0，.喰コ， E穴穴（大〉順〕．〔七巧〕仁巧巧巧〕. C八
仙〕 E八匹 E当日八イ111,.:J: 梅コ， E九九致商）（九九快コ E九千
十成コE九迩灯）（快恥酒コ E快快快J, C十全〈稿〉コ亡十会
福保コE全初場J(ii崎制対日全米安•JJ＿（全来 Tli邑o）→E酒
jiu 令】 E打di\.通美） C.•.'i.
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す場合に 0 はどう表すかまで書いてある。それか

ら数を唱える場合に、今はそのままズパリと数を

言うんです、 l とか 2 とか 3 とか。しかし清朝の

末期、民国の初期の頃の中国人は、 6 なら「リョ

ウユウタアシュン（六六大Jiiff ）」、 7 なら「チイチャ

オ（七巧） J 、 8 なら「ノfアシェンクオハイ（J\11!1

過海）」とか唱えるのですが、そこまで詳しく記

してあります。

これは何でもないようでございますが、このよ

うな説明がないと、中国の当時の文学作品は読め

ません。ただ「拳を打つJ では何のことか分から

ない。ジャンケンをするみたいな感じになってし

まいます。こういう点は愛知大学の辞典は一味違

うんです。これはおそらくこのカードを担当され

た方の原稿がそうなっていると思うんですね。そ

れを愛知大学でまとめあげてこられた。これは中

国の社会に深く入り込んでいる人でなければ書け

ないことです。愛知大学の辞書にはこういう点が

あります。こんなことを言いますと、そんな説明

は「辞典」でなく「事典」に任せればいいことだ

との反撃があるかも知れません。しかし外国の文

化に対して「事典」的な説明なくしては、外国語

の「辞典」は成り立たないんです。その点、愛知

大学の辞典は中国の文化を理解する、そういう方

向の、正に日本人が日本人学習者用に作った手作

り辞典なのです。

また「辞典」という点について見てみましでも、

やっぱり愛知大学は非常に優れている点がありま

す。これは私、愛知大学を晶属して言ってるんじゃ

ないんですよ。事実を言ってるんです。「チャイ

（訴）」というところを見てください。 r 1 、 2 、 3 」

と意味が分けてあります。 1 つは「（糊付けなどを）

はがす」とか「ほどく」という意味。もう 1 つは

［訴］ ch忌i cl、
A) ch邑t ①｛糊付けしTニものを） ＇主がす．（縫つ Tニも
のを）ほど〈．〔ー封〕開封する．〔一被傍〕ふとんを
ほどく．②（組立てであるものを｝ほぐす．解体する．
組になったものをばらにする．〔～卸xle零件コ解体
して部分品にする. （ー套 tao持一成零本JL〕一組の
曾物を端本にする．③仲を裂く．〔～人家的和汽〕他
人の仲を裂く．
B) che ch亘iの文怒音．



「ほぐすJ 「解体する」。 3 番目に「仲を裂く j と

書いてある。 3 つ挙げております。しかし日本の

辞典を見ますと 3 を挙げてないんです。前 2 つだ

けなんです。もちろん説明のしかたは違いますが、

基本的には 1 と 2 だけ挙げて 3 は挙げてないんで

す。親文字のところでは挙げないで、「チャイカ

イ（訴開）」という見出し語で初めてこの意味を

出してくるんです。たとえばA という辞典が l と
チャイ

2 で親文字の「訴」の説明をほとんど取り入れた

あとに、 3 の 1 項目を増やして「仲を裂く」とい

う訳語を示しています。 B という辞典は l 、 2 の

区別もなくて同じように意味を並べたあとに、も

う 1 つ「引き裂く J を付け加えていますしかし、

よく考えてみますとこれはおかしいんです。これ
チ..イカイ カイ

では、「訴開J というのは、「開J というのがある

から「仲を引き裂く」というふうに考えますでしょ
チャイ

う、みんな。そうじゃないんです。「訴J にそう
チャイカイ

いう意味があるからこそ「訴開」が「仲を裂く」

という意味になるんです。「開J というのは円｜

き裂く」ことによって間隔が聞く、だから「開」

なんです。「開Jに「引き裂く J意味があるわけじゃ

ありません。これは辞典としては根本的なミスを

犯しているんです。
チャイ

愛大のはそうでなくして、「訴」という親文字

の説明に「仲を裂く」という訳を付ける。これは

何でもないと思うかも知れませんが、大変なこと

です。日本のA という辞典、 B という辞典は 1 と

2 だけで済ませている中国のi英語辞典を踏襲して

いるからそうなるんですが、愛大はそういうこと

なしに書いてるんですね。これは何でもないよう

なことだけれども非常に大事なことです。中国語

の仕組みを研究していく上で大変なポイントなん

です。

そういう点で私は愛大の辞典を引くたびに「あ

あ、さすが」とか、「やっぱりそうかJ というよ

うな感じをいつも持っております。もちろん辞典

というのはみんな一長一短があるんです。だから

1 語を取り上げてその優劣を問うというようなこ

東亜同文書院大学の数育、とくに中国語教育について

とは妥当でありません。ただ愛知大学の「中日大

辞典」にはこういう特色がある、日本人手作りの

辞書であるという良さをみんなに認識してほしい

ということで取り上げたわけで、他意はございま

せん。この点はご理解をいただきたいと思います。

愛大の「中日大辞典J がこういう特性を持ってい

ることは、 10数万に及ぶカードの特質と、それを

整理された愛知大学の中国語のスタッフ、中国語

の先生方の見識だと思うんです。この辞典は書院

が果たせなかった中国語大辞典の大事業の継承で

あるとともに、愛知大学の中国語研究の集大成で

もあるのです。

なおこの辞典の編纂については、ここにおられ

る今泉潤太郎先生が若くして、ほとんど愛知大学

のご卒業と同時に編纂に関わられたのではないか

と思います。今泉純太郎先生は我々の恩師である

鈴木揮郎先生のお弟子さんで、したがって私と今

泉先生とは同門ということになるわけでございま

す。この今泉先生を始めとする愛知大学のその他

の若い中国語の各先生方のご努力によってずっと

改訂が進められまして、さっきお伺いしたところ

では、改訂版が年内には出版されるというお話で

ございます。 1 日も早い出版を待ち望んでいる次

第でございます。泉下に眠る我々の恩師も、どん

なにか喜んでおられることだろうと思います。偉

業を受け継ぎ、発展させてこられた愛知大学にあ

らためて深く敬意を表すると同時に、早くこの辞

典を出していただくようお願いする次第です。

大きなテーマを掲げながら、実際は老人の懐古

談に終わりまして、大変恐縮に存じております。

この機会をお与えいただきました愛知大学東亜同

文書院大学記念センターの先生方に深くお礼を申

し上げると同時に、我が母校と縁が繋がる愛知大

学の益々のご発展をご祈念申し上げまして、拙い

講演を終わりたいと思います。なお本講演会には

東京など遠方からお見えいただいた方もございま

した。改めて御礼申し上げます。長いあいだご清

聴いただきましてありがとうございました。これ
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で一応終わらせていただきます。

［今泉1 1 時間半たっぷり、大変ありがたい、私

個人的にも本当に興味深いお話を聞かせていただ

き、ありがとうございました。それでは少し時聞

がございますので、皆さんのほうから質問とか、

同文書院の方々もいらっしゃいますので、お話を

伺ったりいたしたいと思います。手を挙げていた

だけばマイクをお持ちしますのでよろしくお顕い

いたします。

［高遺］ クンテン（宮田）さん。高速です。久し

ぶりに宮田さんにお会いしました同級生です。お

話の中に出てきた鈴木先生、坂本先生、あるいは

熊野先生、みんな字引を作って、愛大では鈴木先

生が今泉先生と共同と言うか、一緒に字引を完成

された。熊野先生も、一橋大学に帰られたんです

が、やはり字引を作られた。あなたも字引を作っ

ていらっしゃる。戦後僕らの仲間で中国語をここ

まで研究した人はないと思った。あなただけです

ね。お話に出てきた鈴木さん、僕らは r lJ ンムー

さんJ と言っていた。坂本さんも僕らは「パンベ

ンさん」と言って、坂本さんとは言わなかった。

熊野さんは fシュンイエj はちょっと言いにくい

から「チョンピン（正平）さん」と。あなたはそ

の仲間だから、これから「クンテンさんj と言い

ましょう。いやどうもありがとうございました。

［宮田】 私の同期も、 1 級下の小崎さんもお見え

でございますから、書院の関係の話はだいたいお

答えできると思います。いずれもずっと橿友会本

部とか霞山会に関係しておられた方でいろいろご

存じだと思いますから、どうぞ迷惑なくお開きく

ださい。

［今泉］ ございますか、どうぞ。お差し支えなけ

ればお名前をおっしゃってください。
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｛劉］ 愛知大学現代中国学部の劉相林と申しま

す。先ほど宮田先生の、東亜同文書院の中国語教

育についてお話を伺って、本当に勉強になりまし

た。書院の方から私も 10数年前に、中国語につい

ての教育というお話を初めて聞かせていただきま

した。私は今愛知大学現代中国学部で中国語を教

えてますが、ちょっと先生のお話について 2 、 3

お聞きしたいことがあります。 1 つは当時書院で

は中国語教育を、今愛知大学では 1 コマ90分です

が、当時は何分間でしたか。それから週に何コマ

（何時間）中国語の授業がありましたか。次に中

富語の授業はたとえば今は会話とか文法とかいろ

いろ科目がありますが、当時はどういうような科

目がありましたか。そういうことについて教えて

いただければありがたいです。

｛富田】 書院では講義は90分でございましたけ

れども、語学の授業で90分緊猿状態を保つことは

不可能です。やっぱり45分から50分というのがせ

いぜいです。だから語学の授業は、はっきりした

記憶はありませんけれども講義の時間とは違った

と思います。外国語は平生と違った頭の使い方を

するわけですから45分ぐらいでヘトヘトになりま

す。コマ数はそんなに多くなかったと思いますが、

毎日ありました。 8 コマはあったと思います。科

目はさっき今泉先生に当時の成績表を見せていた

だいたんですが、 l 部、 2 部、 3 部とあります。

それが何の科目を指すのかは存じませんが、 1 回

生の時は文法、作文、発音と全部ひっくるめた総

合です。 2 回生の時には文法だけの授業がござい

ました。これは熊野先生がちょうど三省堂から文

法の本を出されたことと関係があると思います。

近世白話小説の講読とか、尺臆（書簡）文などは

独立してありました。

［今泉］ どうぞ。

［伊賀】 昭和38年に愛知大学を卒業いたしました



伊賀と中します。私は「華語草編j を教科書：として、

今泉先生に中国語を教えていただきました。今

「中日大辞典j のことについて先生から大変お褒

めをいただきまして嬉しく思うんですけれども、

もう 1 つの財産であります東亜同文書院大学編纂

の「華語翠編」を、大変ボリュームが多いですし

少し古いかも分かりませんけれども、昔の伝統的

な言葉が残っているとのことで、これがこのまま

無くなってしまっては大変だと思いますので、少

し内容を精選していただいて、何らかの形で書物

として残していただくということはできませんで

しょうか、ちょっとお訊ねをいたします。

［宮田］ ちょっとそれは容易ではありませんね。

しかし、私も先生と同意見です。と言うのは今の

中国では、社会主義社会になってから一時廃止に

なった言葉が、礼儀正しい言葉として復活してお

ります。年配の方は今のテキストに出ていない言

葉を使います。 3 、 4 年前だ‘ったと思いますが蘇

州大学の学長が日本に見えられまして、電話がか

かってきました。「時間が無くてお会いできない

が、いつ蘇ナ｜‘｜にお見えになるか」とお訊ねになり

ましたので、私いつ頃また蘇州へお伺いしたいと

言いましたら、「ウォツアイスウチョウクンホウ

（我在蘇州恭候）」。 f ti告 しく待つ」という言葉をお

使いになりました。「じゃあ蘇州でお待ちしてい

ますj。今の学生なら電子辞書を使って「ウォー

ツアイスーチョ一トンチョニー（我在蘇州等着仲）」

ですよ。「私藤州であんたを待ってるよ」。上層階

級ではそういう敬語がだんだん中国でも復活して

います。「華語草編」の中のこういう言葉は、一

時はほとんど無くなりました。私の同組に高田君

という毎日新聞の記者がおりました。第 1 回の毎

日特派員です。文化大革命の時には文化大革命の

報道で上回ボーン賞、記者としては大変名誉な表

彰を受けましたけれども、当時の中国政府からは

脱まれまして国外追放になり、 2 度と中国の地を

踏むことなく終わりました。彼は北京にいた時に、

東亜同文書院大学の教育、とくに中国語教育について

派遣されている支局の中国人の社員に話していた

ら、向こうはび‘っくりして、その言い方はダメだ

と言う。それで「華語草編」を示したところ、「こ

れもスーラ、スーラ、スーラ（死了）……J。「死

んだ、死んだ、死んだ」。言葉がみんなもう死ん

でしまっていると言われたそうです。「死了」と

言われた言葉が全部ではございませんが、一部に

やはり復活して来ています。中国はそういう社会
ウす.， ＇イスウチョウクノホウ

になりつつあると私は思います。「我在蘇州恭候」、
これもその例です。この言葉は戦後のテキストに

は出ていませんよ。しかし中国の学長さん連中は

使います。だから先生がおっしゃるように、今の

1:1:i 国社会の言葉のあり方を見て、ぜひ愛知大学の

方にそういう研究をなさってほしいと思います。

安部さんお頼いしますよ。

［今泉］ どうでしょう、ご質問ご意見、あるいは

同窓の方のお話を。

［安部］ 愛知大学現代中国学部の安部です。今、

宮田先生から名前を言われたものですから。私は

今、中日大辞典編纂所の所長を今泉先生から引き

継いでやらしていただいておりまして、もちろん

今泉先生は編集主幹という形で今も編集に携わっ

ていただいております。先ほどのお話の中にあり

ましたけれども、今年の末までに何とか第 3 版

を出す予定をしております。先ほど宮田先生か

ら非常にお褒めいただいて、ますます何かプレッ

シャーが強くなったなというふうに思っており

ます。逆に、言い訳ではありませんが少し最近の

出版のことについて、この機会をお借りしてお話

しできたらと思います。前回の増訂第 2 版が出た

のが87年ですので、もうそこから22年の月日が流

れております。この聞の中国の変化は非常に大き

いものがございまして、新しい語2集とか、先ほど

の「死んでしまった」というような語蒙もたくさ

ん含まれております。そういったものをどのよう

に切って、新しいものを入れるかというのが大き
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な問題でして、本のl享さ自体はあれ以上増やすこ

とができないものですから、必ず新しいものを入

れるためには古いものを捨てるしかないというと

ころが一番大変な点でございまして、今泉先生始

めたくさんの先生方に頭を悩ましていただきまし

て、何とか愛知大学の「中日大辞典」の特色を残

しつつそういうことにどのように対応するかとい

うことでこれまでやって参りまして、これを年末

に出版すると、いろいろと従来と多少変わった点

も出てくるかも知れませんけれども、そういった

ことも含めまして、今日ご列席の方々にまたいろ

いろとご指摘をいただいて、さらにいいものに変

えていきたいと思っておりますので、その点ぜひ

よろしくお願いいたします。宮田先生にもまた新

しい辞書：を贈らせていただきますので、ぜひご覧

いただ、いていろいろとご指摘をいただければとい

うふうに思っております。今日は本当にありがと

うございました。

［富田］ 戦後日本で何種類かの中国語辞典が出

版されましたけれども、改訂版が出た辞書はござ

いません。辞書の改訂というのは辞書の編纂より

も難しいのです。そうですね、今泉先生。だから

この改訂を 2 回やられるというのは大変なエネル

ギーですよ。これはやっぱり愛大がいかに犠牲を

払っているか。先生方は教える以外に辞典の編纂

をやっていらっしゃるわけですから、相当なエネ

ルギーを使っておられるわけで、す。 2 回も 30年の

あいだにやられるということはこれはもう大変な

ことです。ご成功をお祈りして止みません。

［今泉］ その他ございませんか。

［大島｝ 愛知大学東亜同文書院大学記念センター

の客員研究員をしております大島隆雄と申しま

す。私は中国語の教師でもなければ本日のご講演

の趣旨から少し離れた質問になりますので遠慮

させていただいておったんですけれども、ちょっ
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と時間があるようですので 2 つほど質問させて

いただきたいと思います。私は東亜同文書院から

愛知大学にどう発展していくかということを中心

にささやかな研究をしている者なんですが、先生

がちょうど東亜同文書院大学の第 2 期生であられ

ることと関連いたしまして l つ質問がございます

が、当時東亜同文書院大学内で学生の中で学風論

争というのが行なわれたということが「東亜同文

書院大学史J に出て参ります。 I つは「実学派j

と言われるものと、もう 1 つは「アカデミ一派j

と言われるもの。そしてそのアカデミ一派の学

生に、いわばかつがれたと言いますか、彼らの精

神的な支持者になられたのが本問先生であるとい

う記述も見られます。その本問先生が最後は学長

として復帰されること、そして愛知大学の創立に

中心的な役割を果たされることとの流れで、この

学風論争ということに注目しておるんですが、実

学派と言われる学生連と、アカデミ一派と言われ

る学生のあいだには、はっきりとしてはいないけ

れども何らかの思想傾向の、あるいはもっと言え

ば政治的傾向の相違というものが見られましたで

しょうか。たとえばアカデミ一派というのは非常

にリベラルな人達が多かったとか、実学派という

のは当時の日本が進めております中国への戦争、

そういったものに割と肯定的であったとか、そう

いう思想的な傾向が見られたかどうか、先生はど

ういうふうにご判断になられているのかお聞かせ

潤いたいということが第 1 点でございます。

第 2 点は、これはこのあいだ私が講演した時の

1 つの議論の対象になったのですが、愛知大学は

現在東亜同文書院大学の後継大学と自称している

んですけれども、東亜同文書院大学の卒業生、橿

友会の中にはかなり大きな力をもって愛知大学を

東亜同文書院の後継大学とは認めないというご意

見が一時強かったんですね。詳しいことは言いま

せんが。先生は東亜同文書院を少し早めにご卒業

になって、中国で敗戦を迎えられて日本に帰国さ

れたんですが、愛知大学に来られて中国語の先生



になられたわけではなくて、しばらくは福井県で

語学教員になって、後に大阪市立大学その他の大

学で活動なさるんですけれども、帰国直後愛知大

学が創立される頃福井県におられまして、愛知大

学についてどういうふうにお感じになられたの

か。本問先生あるいは小岩井先生らが作る後継大

学ができたなというふうに感じられたのか、それ

とも京城大学や台北帝大などの先生と一緒になっ

て新しい大学ができて、どことなく東亜同文書院

大学とは違った大学ができたんだなと感じられた

のか、その辺の率直なところを、今日は愛大で講

演をなさっておられるからと遠慮なさる必要は何

もございませんのですが、その辺愛知大学の創立

を素直な後継大学の出現と見られたのか、それと

も本間さんあるいは小岩井さんが作られたかも知

れないがちょっと東亜同文書院とは追った大学が

できたんじゃないかと見られたのか、その辺のこ

とを。ちょっと微妙な質問をさせていただいて失

礼なんですけれども、実はこの問題を私、研究し

ているので、率直にお答えいただきますと大変嬉

しいです。

［宮田］ はい。第 l 点でございますが、これは l

つ小崎さんらのお考えを伺ってみましょう。アカ

デミック派がリベラルで戦争反対であると、それ

から実務派は体制容認で中国侵略容認であるとい

うような明確なものはなかったように思っており

ますけれどもね。それから我々学生はそういうこ

とを討論したことはないですね。後からどなたか

がお書きになったことであって、学生のあいだに

は、少なくとも我々の周囲には無かったと思って

おります。どうでしょうか、下村さん。

［下村］ そうですね、私自身の感じとしては、商

務科が 4 年生、我々大学の 1 年で l 期生、 2 期生

で予科になり学部ができたでしょう。そこの違い

で、いわゆる従来の先輩達はどちらかと言うと実

務派だったと。我々は大学になって予科、学部で

東亜同文書院大学の教育、とくに中国語教育について

いくんですから、もう少しアカデミックに取り組

まなきゃいけないというような気持ちであって、

1111 聞のあいだにアカデミ一派だとか実務派だと

か、そういう区別は全くなかったような気がしま

すけどね。

［富田］ 私もそう思うんですけれども。小崎さん

いかがでしょう、期がちょっと違いますが。

［小崎］ 私もそう思います。強いて分けるとな

ると非常に難しい。そういう分け方は後の人が

いろいろ想像して、後世の学者と言うかそうい

う方々が考えられたことじゃないかと思うんです

が。我々がおった当時は全くそういうことは考え

なかったです。我々の入った運動部にはそういう

ことはなかったですね。運動部じゃなくて音楽部

だとか、座禅をやった部だとか、 YMCA だとか、

それから禅をやってた尚志会、そういうものの中

ではあり得たかも知れませんが、まあ私は無かっ

たと思いますね。

［宮田］ 高速さんどうでしょうか。

｛高遠］ 私も同じような意見です。

｛小暗｝ 後世と言うか、後の人がいろんなことを

言うんでしょうけれども、我々の中ではそういう

区別は無かった。

｛富田］ 学生のあいだ、では無かったと思います。

［小崎］ 後からそういうことを作文しているん

じゃないかな。ありませんでしたね。

［富田］ それから第 2 点です。愛知大学ができた

時に我々がどう見ていたかということでございま

すが、率直に言いまして私はやはり別個の大学が

できたというような感じがしておりました。それ
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からその後の愛大にいろんな事件が起きました。 ［今泉］ それではまだあるかも分かりませんけれ

金丸一夫さんたちがやった、例の愛大事件などが ども、ちょうど時間になりましたので、改めて講

ありましたね。そのころの愛大を見てやっぱり 師の宮田先生に拍手でお礼を申し上げたいと思い

ちょっと我々が考えている大学とは違う、書院と ます。先生どうも本日はありがとうございました

は関係のない方向に愛大は進んでいるなというの

が正直なところ我々の実感でした。

富田一郎（東亜同文書院大学41 期生）

1923年福井市に生まれる。徳井県費生として束盛岡文谷院大学入学。学徒出陣で応召。終戦により現地除隊。

帰国後、稲井県立高校に勤務のかたわら、中鴎語学の研究をすすめ、福井大学で永らく中国語を教え、のち大阪市立大学教授となる。

その後、大東文化大学、京都外国語大学、北陸大学各教授を歴任。この間 8年にわたり NH Kテレピ、ラジオ中国語議座を担当。

ri英語方言大調典j、 f明滑呉語調典j を復旦大学、蘇州大学と共同編集し、現在両大学の顧問教授。その他多数の中国語辞典を編著。
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